
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
一
般
会
計
資
金
調
達
へ
の
貢
献
と
同
特
別
会
計
積
立
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
（
横
溝
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一

外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
一
般
会
計
資
金
調
達
へ
の
貢
献
と

同
特
別
会
計
積
立
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て

横　
　

溝　
　

え
り
か

1
．
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
（
外
為
特
会
）
の
決
算
書
お
よ
び
財
務
書
類
を
用
い
て
、
外
為
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
繰
り
入

れ
を
行
う
資
金
を
生
み
だ
す
仕
組
み
と
、
繰
り
入
れ
の
現
状
を
整
理
し
た
上
で
、
平
成
二
十
五
年
度
末
に
実
施
さ
れ
た
外
為
特
会
積
立
金

の
廃
止
が
、
同
特
別
会
計
の
持
続
可
能
性
に
与
え
る
影
響
を
示
唆
す
る
。

外
為
特
会
は
、
特
別
会
計
法
第
七
一
条
第
一
項
よ
り
、
外
国
為
替
資
金
の
運
営
に
関
す
る
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
さ
れ
た
特
別
会
計
で
あ
る
（
1
）

。
外
国
為
替
資
金
と
は
、
政
府
の
行
う
外
国
為
替
等
の
売
買
等
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
資
金
で
あ

論　

説

（
八
二
五
）



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

二

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
外
国
為
替
資
金
を
管
理
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
外
為
特
会
が
、
現
状
で
は
一
般
会
計
の
資
金
調
達
源
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
資
金
に
は
、
外
為
特
会
の
決
算
上
剰
余
金
と
い
う
、
あ
く
ま
で
も
会
計
上
生
じ
た
剰
余

金
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
の
繰
り
入
れ
ら
れ
る
資
金
が
生
み
出
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

外
為
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
述
べ
た
文
献
に
は
、
藤
井
（
二
〇
一
四
）
や
熊
倉
（
二
〇
一
六
）
が
あ
る
。
藤
井

（
二
〇
一
四
）
で
は
外
為
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
の
仕
組
み
を
整
理
し
た
上
で
、「
外
為
特
会
は
剰
余
金
を
発
生
さ
せ
や
す
い

構
造
を
内
在
し
て
い
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
熊
倉
（
二
〇
一
六
）
で
は
一
般
会
計
へ
の
、
外
為
特
会
か
ら
の
繰
り
入
れ
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
銀
行
か
ら
の
納
付
も
合
わ
せ
て
説
明
し
、
こ
れ
ら
の
繰
入
金
や
納
付
金
が
「
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
色
彩
を
強
め
て
い
る
」
と
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
と
比
較
し
た
本
稿
の
特
徴
は
、
外
為
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
、
次
の
二
つ
の
点
を
指
摘
す
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
一
つ
は
、
外
為
特
会
の
負
債
規
模
の
拡
大
と
、
外
為
特
会
資
産
内
容
の
一
部
の
、
よ
り
大
き
な
信
用
リ
ス
ク
を
含
む
も
の

へ
の
転
換
が
、
従
来
の
方
法
で
運
用
さ
れ
て
い
る
外
為
特
会
資
産
利
回
り
の
低
下
を
補
う
こ
と
で
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
資
金
を
生
み

出
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
外
為
特
会
積
立
金
の
廃
止
が
、
外
為
特
会
だ
け
で
な
く
一
般
会
計
の
持
続
可
能
性
に
与
え
る
影
響

を
指
摘
す
る
点
で
あ
る
（
2
）

。

外
為
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
融
資
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
取
極
で
用
い
る
こ
と
に
な
る
、
日
本
か
ら
の
援
助
資
金
の
出
所
を
調
べ
た
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。
横
溝
（
二
〇
一
四
）
で
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
援
助
資
金
に
は
外
為
特
会
の
、
企
業
会
計
で
い
う
と
こ
ろ
の
資
産
が
利
用
さ
れ

る
。
援
助
資
金
と
し
て
提
供
さ
れ
る
資
金
は
、
外
為
特
会
資
産
運
用
の
一
形
態
で
あ
り
、
米
国
債
で
の
運
用
と
比
較
す
る
と
、
利
回
り
の

（
八
二
六
）
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三

面
か
ら
見
て
魅
力
的
な
運
用
方
法
で
あ
る
半
面
、
相
対
的
に
大
き
な
信
用
リ
ス
ク
を
内
包
し
て
い
る
。
さ
ら
に
外
為
特
会
資
産
は
最
近
で

は
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
に
対
し
て
貸
し
付
け
ら
れ
て
も
い
る
。
外
国
為
替
資
金
の
管
理
と
い
う
本
来
の
目
的
の
ほ

か
に
外
為
特
会
で
、
信
用
リ
ス
ク
を
取
っ
て
ま
で
、
な
ぜ
高
い
利
回
り
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
、
そ
こ
で
生
じ
た
疑
問
が
本

稿
に
つ
な
が
っ
た
。

外
為
特
会
で
は
、
こ
の
信
用
リ
ス
ク
に
加
え
て
、
の
ち
に
述
べ
る
が
、
為
替
・
金
利
リ
ス
ク
を
も
抱
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会

計
に
は
単
式
簿
記
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
平
成
一
九
年
度
よ
り
、
外
為
特
会
の
財

務
書
類
が
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
外
為
特
会
の
財
務
書
類
が
公
表
さ
れ
て
も
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
参
考
書
類
と
い
う
位

置
付
け
で
あ
り
、
財
務
書
類
の
公
表
後
も
外
為
特
会
の
歳
出
入
は
従
来
と
同
様
の
方
法
で
算
出
さ
れ
、
生
じ
た
剰
余
金
か
ら
、
一
般
会
計

へ
の
繰
り
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
日
本
国
の
公
会
計
で
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
区
別
が
あ
る
他
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
と
の
間
で
資
金
の
や
り
取
り
も
あ

る
た
め
に
、
公
会
計
の
全
体
像
と
問
題
点
が
非
常
に
把
握
し
づ
ら
い
。
本
稿
で
特
別
会
計
の
一
つ
で
あ
る
外
為
特
会
が
、
一
般
会
計
へ
の

繰
入
資
金
を
生
み
出
す
仕
組
み
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
外
為
特
会
の
持
続
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
は
同
時
に
、
一
般
会
計

の
持
続
可
能
性
を
検
討
す
る
一
助
と
な
る
。

本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
二
節
で
は
、
外
為
特
会
に
お
い
て
剰
余
金
が
生
み
出
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
理
す
る
。
第
三
節

で
は
こ
の
外
為
特
会
の
剰
余
金
か
ら
、
一
般
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
平
成
二
十
五
年
度
末
に
廃

止
さ
れ
た
外
為
特
会
積
立
金
の
役
割
を
確
認
す
る
。
第
四
節
で
は
今
後
、
金
融
緩
和
策
が
出
口
に
向
か
う
際
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
円
金
利

の
上
昇
が
、
外
為
特
会
の
持
続
可
能
性
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
示
唆
す
る
。
第
五
節
は
結
び
で
あ
る
。

（
八
二
七
）
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四

2
．
決
算
上
剰
余
金
の
発
生

外
為
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
入
資
金
は
、
外
為
特
会
の
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
て
求
め
ら
れ
る
、
決
算
上
剰
余
金
か
ら
捻
出
さ
れ

る
。
外
為
特
会
歳
入
の
多
く
は
、
外
貨
証
券
や
外
貨
預
金
な
ど
か
ら
の
利
息
収
入
で
あ
る
運
用
収
入
で
占
め
ら
れ
、
こ
れ
に
外
国
為
替
等

売
買
差
益
が
続
く
（
3
）

。
外
国
為
替
等
売
買
差
益
は
、
外
国
為
替
の
売
買
を
行
っ
た
際
の
取
引
価
格
と
、
基
準
外
国
為
替
相
場
に
よ
っ
て
評
価

す
る
簿
価
と
の
差
額
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
（
4
）

。
他
方
、
外
為
特
会
歳
出
に
は
、
外
国
為
替
資
金
証
券
の
利
息
支
払
で
あ
る
国
債
整
理
基

金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
や
、
償
還
差
額
補
填
金
が
あ
る
（
5
）

。
し
た
が
っ
て
簡
潔
に
言
え
ば
、
運
用
収
入
と
外
国
為
替
等
売
買
差
益
が
、
外
国

為
替
資
金
証
券
の
利
払
い
と
償
還
差
額
補
填
金
と
を
上
回
れ
ば
、
外
為
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
入
が
可
能
に
な
る
。

外
為
特
会
は
、
外
国
為
替
資
金
証
券
（
為
券
）
を
公
募
入
札
に
よ
っ
て
市
中
発
行
す
る
こ
と
で
資
金
調
達
を
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

歳
出
に
あ
る
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
は
、
外
為
特
会
が
資
金
調
達
を
す
る
費
用
に
あ
た
る
（
6
）

。
外
為
特
会
の
資
金
調
達
状
況
を

見
る
た
め
に
、
外
為
特
会
貸
借
対
照
表
の
貸
方
に
あ
る
、
外
国
為
替
資
金
証
券
の
数
字
を
取
り
上
げ
る
（
表
1
）。
外
為
特
会
の
貸
借
対

照
表
は
、
企
業
会
計
に
近
い
形
で
平
成
一
九
年
度
よ
り
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
財
務
書
類
の
一
つ
に
あ
た
る
（
7
）

。

外
為
特
会
が
為
券
を
発
行
し
て
、
円
資
金
を
調
達
す
る
の
は
、
主
と
し
て
外
国
為
替
市
場
へ
の
介
入
の
際
と
な
る
。
財
務
省
が
公
表
し

て
い
る
外
国
為
替
市
場
介
入
実
績
に
よ
る
と
、
平
成
一
九
年
度
以
降
、
平
成
二
十
二
年
七
〜
九
月
期
に
二
兆
一
千
二
百
四
十
九
億
円
、
平

成
二
十
三
年
一
〜
三
月
期
に
六
千
九
百
二
十
五
億
円
、
七
〜
九
月
期
に
四
兆
五
千
百
二
十
九
億
円
、
十
〜
十
二
月
期
に
九
兆
九
百
十
六
億

円
規
模
で
の
米
ド
ル
買
い
・
円
売
り
介
入
が
実
施
さ
れ
て
い
た
（
8
）

。
こ
れ
ら
の
円
売
り
介
入
資
金
を
調
達
す
る
必
要
か
ら
、
平
成
二
十
二
、

 

二
十
三
年
度
末
に
は
為
券
の
残
高
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
が
、
表
1
の
一
行
目
の
数
字
か
ら
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
は
外

（
八
二
八
）



外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
一
般
会
計
資
金
調
達
へ
の
貢
献
と
同
特
別
会
計
積
立
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
（
横
溝
）

五

国
為
替
市
場
へ
の
介
入
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
為
券
の
残
高
は
、
平
成

二
十
四
年
度
末
に
わ
ず
か
に
減
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
再
び
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

為
券
の
残
高
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
増
え
や
す
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
こ

こ
で
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
外
為
特
会
の
資
金
調
達
手
段
で
あ
る
為
券
の
発

行
限
度
額
は
、
外
為
市
場
で
の
米
ド
ル
買
い
・
円
売
り
介
入
の
必
要
か
ら
、
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、
介
入
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
も
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
発
行
限
度
額
を
元
に

戻
す
必
要
は
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
介
入
に
必
要
な
円
資
金
が
再
び
不
足
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
発
行
限
度
額
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
外
貨
資

産
の
運
用
収
入
は
外
貨
で
得
ら
れ
る
が
、
特
別
会
計
法
の
第
七
三
条
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、

外
貨
資
産
か
ら
の
運
用
収
入
を
外
為
特
会
の
歳
入
と
す
る
に
は
円
貨
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
外
貨
資
産
の
運
用
収
入
に
見
合
っ
た
円
貨
を
調
達
す
る
た
め
に
、
為
券
が
発
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
結
果
、
外
貨
資
産
の
増
加
と
と
も
に
、
為
券
残
高
が
増
加
す
る
こ
と
に
な

る
（
9
）

。為
券
の
残
高
が
、
平
成
二
十
四
年
度
の
後
に
再
び
増
加
に
転
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ

れ
ら
為
券
の
利
払
い
に
あ
た
る
国
債
整
理
基
金
特
会
繰
入
額
は
、
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
表
1
の
二
行
目
に
あ
る
数
字
か
ら
読
み
取
れ
る
。
為
券
の
残
高
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
利
払
い
が
減
っ
て
い
る
理
由
は
、
円
金
利
の
低
下
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
す

表 1　 外国為替資金証券残高・国債整理基金特会繰入額（いずれも単位は百万円）と為券利率

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

外国為替
資金証券 104,535,400 109,313,040 115,086,990 113,950,960 114,335,030 115,528,040

国債整理
基金特会繰入 167,455 126,925 118,291 109,048 79,014 21,993

為券利率（%） 0.158 0.119 0.105 0.095 0.069 0.019

出典：外為特会各年度財務書類、各年度決算書。

注： 為券残高は外為特会の各年度の財務書類に、国債整理基金特別会計への

繰入額は各年度の決算書に記載された数字をそれぞれ用いた。

（
八
二
九
）
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六

る
た
め
に
、
為
券
の
当
該
年
度
末
残
高
と
前
年
度
末
残
高
と
の
平
均
で
、
国
債
整
理
基
金
特
会
繰
入
額
を
割
る
こ
と
で
為
券
利
率
（
単
位

は
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
計
算
し
、
そ
の
結
果
を
表
1
の
三
行
目
に
示
し
た
。
利
率
は
一
貫
し
て
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

次
に
、
こ
の
為
券
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
達
し
た
資
金
の
、
運
用
収
入
を
見
て
い
く
。
と
こ
ろ
で
、
財
務
省
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
外
為
特
会
決
算
書
に
お
い
て
、
歳
出
（
平
成
二
十
六
年
度
で
七
百
八
十
三
億
一
千
二
百
万
円
）
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
は
諸

支
出
金
（
同
五
百
五
十
三
億
三
千
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
支
出
内
容
が
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
じ
く
財
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

各
年
度
決
算
説
明
の
中
に
あ
る
外
為
特
会
決
算
の
説
明
を
見
る
と
、
こ
の
諸
支
出
金
は
、
歳
出
事
項
別
で
見
た
「
手
数
料
等
に
必
要
な
経

費
」（
同
五
百
五
十
三
億
三
千
万
円
）
に
対
応
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
手
数
料
等
」
と
は
何
を
指
す
の
か

不
明
で
あ
る
た
め
、
公
表
資
料
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
内
訳
は
、
外
為
特
会
財
務
書
類
中
の
業
務
費
用
計
算
書
に

あ
る
「
償
還
差
額
補
填
金
」（
同
五
百
三
十
八
億
三
千
二
百
万
円
）
と
、「
庁
費
等
」
の
一
部
や
「
そ
の
他
の
経
費
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
償
還
差
額
補
填
金
と
は
、
額
面
を
上
回
る
金
額
で
購
入
し
た
外
貨
証
券
か
ら
の
償
還
差
損
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
（
10
）

。
証
券

利
率
の
高
さ
か
ら
、
そ
の
利
子
で
償
還
差
損
を
補
填
し
て
も
、
市
中
の
金
利
と
同
じ
か
、
市
中
金
利
を
上
回
る
か
の
利
回
り
が
期
待
さ
れ

た
た
め
に
、
額
面
を
上
回
る
金
額
で
外
貨
証
券
が
購
入
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。
そ
こ
で
外
為
特
会
歳
出
入
の
数
字
を
見
や
す
い
形
で
比

較
す
る
に
は
、
歳
出
に
あ
る
諸
支
出
金
と
歳
入
に
あ
る
運
用
収
入
（
表
2
の
一
行
目
）、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
償
還
差
額
補
填
金
（
表
2
の
二
行

目
）
を
差
し
引
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
運
用
収
入
か
ら
償
還
差
額
補
填
金
を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
ネ
ッ
ト
の
運
用
収
入
（
表
2
の

三
行
目
）
で
あ
る
。

こ
の
ネ
ッ
ト
の
運
用
収
入
（
表
2
の
三
行
目
、
そ
し
て
表
3
の
一
行
目
に
再
掲
）
を
、
外
為
特
会
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
に
あ
た
る
国
債
整
理

基
金
特
別
会
計
繰
入
額
（
表
3
の
二
行
目
、
こ
れ
は
表
1
の
二
行
目
の
再
掲
）
と
比
較
し
て
み
る
。
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
額
は

（
八
三
〇
）



外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
一
般
会
計
資
金
調
達
へ
の
貢
献
と
同
特
別
会
計
積
立
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
（
横
溝
）

七

年
々
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
両
者
の
差
額
（
表
3
の
三

行
目
）
は
平
成
二
十
四
年
度
を
境
に
増
加
に
転
じ
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

次
に
、
運
用
収
入
を
生
み
出
す
も
と
と
な
る
、
外
為
特
会

の
資
産
内
容
を
確
認
し
て
い
く
。
運
用
収
入
（
平
成
二
十
六
年

度
で
二
兆
四
千
百
十
二
億
六
千
八
百
万
円
）
の
大
部
分
は
、
外
貨

建
運
用
収
入
（
同
二
兆
三
千
百
九
十
四
億
六
千
六
百
万
円
）
で
あ

る
（
11
）

。
そ
こ
で
外
貨
建
資
産
（
平
成
二
十
六
年
度
末
で
は
一
四
〇
兆

五
千
七
百
八
十
六
億
千
八
百
万
円
）
の
内
訳
を
見
る
と
、
そ
の
大

半
は
外
貨
証
券
（
同
一
二
四
兆
四
千
百
八
十
億
九
千
百
万
円
）
と

な
っ
て
お
り
、
外
貨
預
け
金
（
同
六
兆
八
千
六
十
六
億
五
百
万

円
）、
外
貨
貸
付
金
（
同
五
兆
九
千
二
百
三
十
四
億
四
千
六
百
万

円
）、
円
貨
貸
付
金
（
同
一
兆
千
六
十
一
億
六
千
九
百
万
円
）
と

続
く
。
外
貨
貸
付
金
は
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
に
対
す
る
も
の
で
、
円
貨

貸
付
金
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
外
貨
建
資
産
の

大
半
が
外
貨
証
券
と
な
っ
て
い
る
結
果
、
外
貨
建
運
用
収
入

の
ほ
と
ん
ど
を
外
貨
証
券
運
用
益
（
平
成
二
十
六
年
度
で
二
兆

表 2　外為特会のネットの運用収入（単位：百万円）

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

運用収入 2,948,058 2,729,017 2,357,676 2,093,925 2,407,392 2,411,268

償還差額補填金 13,530 9,429 15,886 26,793 36,337 53,832

ネットの運用
収入 2,934,528 2,719,588 2,341,790 2,067,132 2,371,055 2,357,436

出典：外為特会各年度財務書類、各年度決算書。

注： 運用収入は外為特会の各年度決算書に、償還差額補填金は各年度の財務書類に

記載された数字をそれぞれ用いた。

表 3　外為特会　ネットの運用収入額と国債整理基金特会繰入額（単位：百万円）

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

ネットの運用
収入 2,934,528 2,719,588 2,341,790 2,067,132 2,371,055 2,357,436

国債整理
基金特会繰入 167,455 126,925 118,291 109,048 79,014 21,993

差額 2,767,073 2,592,663 2,223,499 1,958,084 2,292,041 23,335,443

出典：外為特会各年度決算書。

注： 国債整理基金特別会計への繰入額は、外為特会の各年度決算書に記載された

数字を用いた。

（
八
三
一
）
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八

二
千
四
百
四
十
三
億
四
千
百
万
円
）
が
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
外
貨
証
券
運
用
益
に
、
外
貨
預
け
金
利
子
の
う
ち
の
定
期
預
け
金
利
子
を
加
え
、
償
還
差
額
補

填
金
を
控
除
し
た
も
の
を
、
外
貨
証
券
と
外
貨
預
け
金
の
う
ち
の
定
期
預
け
金
と
の
合
計
額
で
除
し
た

数
値
が
、
外
為
特
会
の
財
務
書
類
で
は
、
運
用
資
産
利
回
り
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
（
12
）

。
こ
れ
ら
運
用

資
産
利
回
り
を
表
4
の
一
行
目
に
示
し
た
が
、
利
回
り
は
年
々
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
運
用
資
産
利
回
り
と
、
先
に
計
算
し
た
為
券
利
率
（
表
4
の
二
行
目
、
こ
れ
は
表
1
の
三

行
目
の
再
掲
）
と
の
差
を
と
っ
た
値
を
、
表
4
の
三
行
目
に
示
し
た
。
運
用
資
産
利
回
り
と
為
券
利
率
と

の
差
（
単
位
は
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
）
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
後
か
ら
徐
々
に
縮
ま
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
の
運
用
収
入
と
国
債
整
理
基
金
特
会
繰
入
額
と

の
差
額
（
表
3
の
三
行
目
）
が
、
平
成
二
十
四
年
度
を
境
に
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。

金
利
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
の
に
差
額
が
増
加
し
て
い
る
理
由
は
、
為
券
発
行
残
高
の
増
加
、
つ
ま
り
外

為
特
会
負
債
規
模
の
拡
大
に
あ
る
と
考
え
る
。

他
方
、
歳
入
項
目
の
一
つ
で
あ
る
外
国
為
替
等
売
買
差
益
は
、
外
国
為
替
の
売
買
を
行
っ
た
際
の
取

引
価
格
と
、
基
準
外
国
為
替
相
場
に
よ
っ
て
評
価
す
る
簿
価
と
の
差
額
を
計
上
す
る
。
表
5
は
外
為
特

会
決
算
書
か
ら
と
っ
た
、
各
年
度
の
外
国
為
替
等
売
買
差
益
の
数
字
で
あ
る
。
基
準
外
国
為
替
相
場
は
、

米
ド
ル
の
場
合
、
当
該
月
の
前
々
月
中
に
お
け
る
実
勢
相
場
の
平
均
値
と
し
て
財
務
大
臣
が
日
本
銀
行

本
店
に
お
い
て
公
示
す
る
相
場
と
さ
れ
て
い
る
（
13
）

。
し
た
が
っ
て
、
円
が
増
価
す
る
局
面
で
外
為
特
会
が

表 4　外為特会運用資産利回り・為券利率・両者の差

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

運用資産利回り（%） 3.08 3.13 2.66 2.12 2.09 1.85

為券利率（%） 0.16 0.12 0.11 0.10 0.07 0.02

差（%ポイント） 2.92 3.01 2.55 2.02 2.02 1.83

出典：外為特会各年度財務書類。

注：運用資産利回りは、外為特会の各年度財務書類に記載された数字を用いた。

（
八
三
二
）



外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
一
般
会
計
資
金
調
達
へ
の
貢
献
と
同
特
別
会
計
積
立
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
（
横
溝
）

九

外
貨
を
購
入
す
る
と
、
外
貨
の
取
引
価
格
が
基
準
相
場
で
評
価
さ
れ
た
簿
価
よ
り
も
低
く
な
る
こ
と
か
ら
、
外
国
為

替
差
益
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
円
が
減
価
す
る
局
面
で
外
為
特
会
が
外
貨
を
売
却
す
る
と
、
外

貨
の
取
引
価
格
が
基
準
相
場
で
評
価
さ
れ
た
簿
価
よ
り
も
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
ま
た
外
国
為
替
差
益
が

生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
表
5
に
よ
る
と
一
貫
し
て
差
益
が
発
生
し
て
い
る
が
、
外
為
特
会
は
円
が
増
価
す
る

局
面
で
外
貨
を
購
入
す
る
外
為
市
場
介
入
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
介
入
後
、
一
定
期
間
内
に
反
対
方
向
の

売
買
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
外
国
為
替
等
売
買
差
益
の
計
上
方
法
は
、
外
為
特
会
に

歳
入
を
増
や
し
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

3
．
決
算
上
剰
余
金
の
処
分

外
為
特
会
の
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
て
求
め
ら
れ
る
決
算
上
剰
余
金
は
、
次
の
四
つ
に
振
り
分
け
ら
れ
て
き
た
。

外
国
為
替
資
金
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
か
、
外
為
特
会
の
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
る
か
、
翌
年
度
の
一
般
会
計

の
歳
入
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
か
、
翌
年
度
の
外
為
特
会
歳
入
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

外
為
特
会
積
立
金
は
、
外
為
特
会
が
債
務
超
過
と
な
ら
な
い
よ
う
、
発
生
し
う
る
為
替
差
損
と
見
合
う
よ
う
に
、

決
算
上
剰
余
金
か
ら
積
み
立
て
ら
れ
て
き
た
。
積
立
金
の
規
模
の
目
安
は
、
外
為
特
会
の
保
有
す
る
外
貨
資
産
の

一
〇
〇
分
の
三
〇
と
さ
れ
、
こ
れ
が
外
国
為
替
市
場
や
市
場
金
利
の
変
動
が
あ
っ
て
も
保
有
外
貨
資
産
に
発
生
す
る

評
価
損
を
下
回
ら
な
い
水
準
か
ら
出
さ
れ
た
数
字
と
さ
れ
て
い
た
（
14
）

。
し
か
し
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
に
施
行
さ

表 5　外為特会各年度の外国為替等売買差益（単位：百万円）

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

外国為替等売買差益 157,582 319,498 287,206 891,695 902,143 134,037

出典：外為特会各年度決算書。

（
八
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三
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一
〇

れ
た
特
会
改
革
法
に
よ
り
積
立
金
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
度
末
時
点
の
積
立
金
は
、
外
国
為
替
資
金
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

結
果
、
外
国
為
替
資
金
と
積
立
金
と
の
あ
い
だ
に
、
こ
れ
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
垣
根
が
取
り
除
か
れ
た
状
態
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
そ

の
結
果
、
平
成
二
十
六
年
度
以
降
発
生
す
る
剰
余
金
は
、
外
国
為
替
資
金
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
か
、
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
か
、

翌
年
度
の
外
為
特
会
歳
入
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
と
な
っ
た
。

積
立
金
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
財
投
預
託
さ
れ
て
い
る
外
為
特
会
の
円
資
金
に
対
応
し
て
い
た
（
15
）

。
そ
し
て
こ
の
財
投
預
託
さ
れ
た
円
資

金
は
、
そ
の
大
半
が
、
外
為
特
会
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
と
な
る
、
円
貨
預
け
金
に
対
応
し
て
い
た
。
平
成
二
十
五
年
度
末
の
積
立
金
制

度
廃
止
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
財
務
省
が
出
し
て
い
る
『
平
成
二
十
六
年
度
特
別
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
円
貨
預
け

金
を
為
券
の
償
還
に
充
て
る
こ
と
で
為
券
残
高
の
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
（
16
）

。
な
お
、
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
平
成

二
十
六
年
度
以
降
の
外
国
為
替
資
金
の
う
ち
、
旧
積
立
金
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
「
内
部
留
保
分
」
と
の
表
現
を
用
い
て
い
る
（
17
）

。

こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
、
旧
外
国
為
替
資
金
と
旧
積
立
金
と
が
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
平
成

二
十
六
年
度
以
降
は
旧
積
立
金
が
、
外
国
為
替
資
金
の
中
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
見
え
に
く
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
言
う

な
ら
ば
、
為
券
を
発
行
し
て
調
達
し
た
資
金
の
一
部
を
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
財
投
預
託
す
る
円
資
金
を
含
め
て
積
み
立
て
て
お
く
代
わ

り
に
、
そ
の
分
も
外
貨
資
産
で
運
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
解
釈
で
き
る
。

先
に
、
運
用
資
産
利
回
り
と
外
為
証
券
利
率
と
の
差
（
表
4
の
三
行
目
）
は
、
徐
々
に
縮
ま
っ
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ネ
ッ

ト
の
運
用
収
入
と
国
債
整
理
基
金
特
会
繰
入
額
と
の
差
額
（
表
3
の
三
行
目
）
が
、
平
成
二
十
四
年
度
を
境
に
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を

見
た
。
そ
の
際
、
金
利
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
の
に
差
額
が
増
加
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
外
為
特
会
の
負
債
規
模
の
拡
大
、
つ
ま
り
為
券

発
行
残
高
の
増
加
を
挙
げ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
積
立
金
の
廃
止
は
、
外
為
特
会
資
産
を
、
外
為
特
会
の
歳
入
を
増
や
す
た
め
の
資
産
運
用

（
八
三
四
）



外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
一
般
会
計
資
金
調
達
へ
の
貢
献
と
同
特
別
会
計
積
立
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
（
横
溝
）

一
一

に
よ
り
ま
わ
し
や
す
く
し
た
と
も
い
え
る
。
為
券
の
発
行
に
よ
っ
て
調
達

さ
れ
た
資
金
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
は
外
為
特
会
が
抱
え
る
各
種
リ
ス
ク
へ

の
緩
衝
材
と
し
て
保
有
さ
れ
て
い
た
円
資
金
を
円
の
ま
ま
で
運
用
す
る
よ

り
も
、
外
貨
資
産
で
の
運
用
と
の
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
の
と
こ
ろ
は
高
い
利
回
り
が
見
込
め
る
外
貨
資
産
で
の
運
用
に
、
ま
わ

し
や
す
く
し
た
か
ら
で
あ
る
。

各
年
度
の
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
て
決
算
上
剰
余
金
を
求
め
る
が
、
歳

入
に
は
前
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
に
あ
た
る
「
前
年
度
剰
余
金
受
入
」
が

含
ま
れ
て
い
る
。
決
算
上
剰
余
金
の
振
り
分
け
を
見
る
た
め
に
は
、
決
算

上
剰
余
金
（
表
6
の
一
行
目
）
か
ら
こ
の
前
年
度
剰
余
金
受
入
（
表
6
の
二
行

目
）
を
除
い
た
、
ネ
ッ
ト
の
決
算
上
剰
余
金
（
表
6
の
三
行
目
）
で
見
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
決
算
上
剰
余
金
を
使
っ
た
、
翌
年
度
の
外
為
特
会
歳
入
へ

の
繰
入
れ
は
、
い
わ
ば
繰
越
金
に
相
当
す
る
た
め
、「
翌
年
度
の
外
為
特
会

歳
入
へ
の
繰
入
」
か
ら
「
前
年
度
剰
余
金
受
入
」
を
引
い
た
も
の
を
「
繰

越
金
」（
表
6
の
四
行
目
）
と
し
て
求
め
る
こ
と
に
す
る
。

た
と
え
ば
平
成
二
十
六
年
度
の
外
為
特
会
の
決
算
上
剰
余
金
は
三
兆
四

千
百
三
十
三
億
六
千
八
百
万
円
と
な
る
が
、
歳
入
に
前
年
度
剰
余
金
受
入

表 6　 ネットの剰余金・繰越金取崩と外国為替資金組入・積立金積立

・一般会計繰入の関係

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

剰余金 2,981,855 2,557,104 2,853,157 3,209,483 3,413,368

前年度剰余金受入 421,841 279,560 0 0 944,920

ネットの剰余金 2,560,014 2,277,544 2,853,157 3,209,483 2,468,448

繰越金 ‒142,281 ‒279,560 0 944,920 ‒516,588

外国為替資金組入 0 0 0 0 1,556,954

積立金積立 0 584,602 924,563 679,368 0

一般会計繰入 2,702,294 1,972,501 1,928,593 1,585,193 1,428,081

出典：外為特会各年度決算書。

注： ネットの剰余金と繰越金以外は、財務省がホームページで公表している

外為特会の各年度決算に記載された数字を用いた。

注：繰越金のマイナスは、繰越金の取り崩しを意味する。

（
八
三
五
）
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一
二

の
九
千
四
百
四
十
九
億
二
千
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
差
し
引
い
た
ネ
ッ
ト
の
剰
余
金
は
二
兆
四
千
六
百
八
十
四
億
四
千
八

百
万
円
と
な
る
。
さ
ら
に
剰
余
金
の
処
分
で
は
、
翌
年
度
の
歳
入
繰
入
が
四
千
二
百
八
十
三
億
三
千
二
百
万
円
で
あ
っ
た
（
表
6
に
は
数

字
を
挙
げ
て
い
な
い
）
が
、
前
年
度
の
剰
余
金
受
入
九
千
四
百
四
十
九
億
二
千
万
円
が
あ
っ
て
の
翌
年
度
歳
入
繰
入
で
あ
っ
た
た
め
、
繰
越

金
が
五
千
百
六
十
五
億
八
千
八
百
万
円
取
り
崩
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
平
成
二
十
六
年
度
の
外
国
為
替
資
金
へ

の
組
み
入
れ
一
兆
五
千
五
百
六
十
九
億
五
千
四
百
万
円
と
一
般
会
計
翌
年
度
歳
入
へ
の
繰
入
一
兆
四
千
二
百
八
十
億
八
千
百
万
円
は
、

ネ
ッ
ト
の
外
為
特
会
剰
余
金
二
兆
四
千
六
百
八
十
四
億
四
千
八
百
万
円
と
繰
越
金
の
取
り
崩
し
五
千
百
六
十
五
億
八
千
八
百
万
円
と
で

賄
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

表
6
に
は
、
外
国
為
替
資
金
組
入
・
積
立
金
積
立
・
一
般
会
計
繰
入
と
、
剰
余
金
か
ら
前
年
度
剰
余
金
受
入
を
除
い
た
ネ
ッ
ト
の
剰
余

金
・
繰
越
金
取
崩
と
の
関
係
を
見
る
た
め
に
、
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
を
挙
げ
て
あ
る
。
平
成
二
十
六
年
度
だ
け
で

な
く
、
平
成
二
十
二
、
二
十
三
年
度
に
も
、
繰
越
金
の
取
り
崩
し
が
行
わ
れ
て
い
た
。
表
か
ら
は
、
外
為
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
入

が
、
外
為
特
会
の
各
年
度
で
の
ネ
ッ
ト
の
剰
余
金
を
用
い
る
の
み
な
ら
ず
、
繰
越
金
の
取
り
崩
し
ま
で
も
行
っ
て
、
一
貫
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

4
．
マ
ク
ロ
経
済
状
況
の
変
化
と
外
為
特
会
歳
出
超
過
の
可
能
性

今
後
、
金
融
緩
和
策
が
出
口
に
向
か
う
と
な
る
と
、
為
券
利
率
等
の
円
金
利
も
徐
々
に
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。
円
金
利
が
外
貨
金
利
を

超
え
た
場
合
、
外
為
特
会
の
歳
入
と
な
る
運
用
収
入
が
、
歳
出
で
あ
る
国
債
整
理
基
金
特
会
繰
入
を
下
回
る
恐
れ
が
出
て
く
る
。
円
金
利

（
八
三
六
）



外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
一
般
会
計
資
金
調
達
へ
の
貢
献
と
同
特
別
会
計
積
立
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
（
横
溝
）

一
三

が
上
昇
し
て
外
貨
金
利
を
上
回
る
場
合
、
外
為
特
会
に
決
算
上
剰
余
金
が
発
生
し
な
く
な
る
可
能
性
が
出
て
く
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

歳
出
超
過
が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
円
金
利
が
外
貨
金
利
を
上
回
る
状
況
で
は
外
貨
資
産
を
売
却
、
為
券
を
償
還

し
て
、
外
為
特
会
の
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
外
国
為
替
資
金
を
円
貨
に
替
え
る
際
の
外
国
為
替
相
場

の
水
準
に
よ
っ
て
は
、
外
国
為
替
差
損
が
発
生
し
、
こ
れ
も
ま
た
、
外
為
特
会
で
歳
出
超
過
を
発
生
さ
せ
る
一
因
と
な
る
。

外
為
特
会
で
歳
出
超
過
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
は
旧
積
立
金
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
積
立
の
目
安

と
し
て
き
た
外
貨
資
産
の
一
〇
〇
分
の
三
〇
と
い
う
水
準
を
も
満
た
せ
て
い
な
い
旧
積
立
金
で
は
、
対
応
し
き
れ
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ

る
（
18
）

。
旧
積
立
金
が
外
国
為
替
資
金
に
含
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
旧
積
立
金
に
代
え
て
、
外
国
為
替
資
金
を
円
貨
に
替
え
て
歳

出
超
過
に
対
応
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
外
国
為
替
資
金
を
円
貨
に
替
え
る
際
の
外
国
為
替
相
場
の

水
準
に
よ
っ
て
は
、
外
国
為
替
差
損
が
発
生
す
る
。

旧
積
立
金
あ
る
い
は
外
国
為
替
資
金
を
充
て
る
こ
と
で
も
、
歳
出
超
過
に
対
応
で
き
な
い
場
合
に
は
、
特
別
会
計
法
第
六
条
を
根
拠
と

し
た
、
一
般
会
計
か
ら
外
為
特
会
へ
の
繰
入
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
円
金
利
と
外
貨
金
利
の
高
低
差
が
逆
転
す
る
と
、
外
為
特

会
の
持
続
可
能
性
が
脅
か
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
会
計
の
持
続
可
能
性
も
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
般
会
計
の
持
続
可
能
性

が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
円
金
利
の
上
昇
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
現
状
で
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
為
券
を
含
む
国
庫
短
期
証
券
の
借
り
換
え
が
今
後
も
同
様
に
行
わ
れ
る
の
か
と
い
う
点
も
、
借
り

換
え
が
円
金
利
に
与
え
る
影
響
か
ら
気
が
か
り
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
一
つ
に
は
借
り
換
え
の
頻
度
と
外
為
特
会
の
資
産
・
負
債

の
期
間
構
造
の
点
か
ら
、
も
う
一
つ
に
は
外
為
特
会
の
負
債
規
模
と
外
国
人
投
資
家
（
日
本
の
非
居
住
者
）
行
動
の
点
か
ら
で
あ
る
。
国
庫

短
期
証
券
の
借
り
換
え
が
う
ま
く
進
ま
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
同
証
券
の
一
度
期
の
売
却
が
、
円
金
利
の
急
激
な
上
昇
を
引
き
起
こ
す
こ

（
八
三
七
）
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一
四

と
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

外
為
特
会
で
は
、
満
期
ま
で
の
期
間
が
一
年
以
内
の
短
期
で
調
達
し
た
資
金
を
、
外
貨
資
産
等
で

運
用
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。
運
用
資
産
の
一
部
に
は
、
貸
付
期
間
は
五
年
で
、
さ
ら
に
必

要
に
応
じ
て
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
さ
れ
る
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
へ
の
外
貨
で
の
融
資
と
い
っ
た
長
期
資
産
も
あ

る
。ま

た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
外
為
証
券
の
発
行
限
度
額
は
一
度
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
が

元
に
戻
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
表
1
に
も
挙
げ
た
と
お
り
、
為
券
残
高
は
、
平
成
二
十
六
年
度
末
時

点
で
約
一
一
六
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。
財
務
省
が
公
表
し
て
い
る
対
外
資
産
負
債
残
高
統
計
に
よ
れ

ば
、
日
本
の
非
居
住
者
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
公
的
部
門
発
行
の
債
券
残
高
は
徐
々
に
増
加
し
て
い

る
（
表
7
）。
な
か
で
も
短
期
債
（
債
券
の
発
行
か
ら
償
還
ま
で
の
期
間
が
一
年
以
下
の
債
券
で
あ
り
、
国
庫

短
期
証
券
は
こ
れ
に
含
ま
れ
る
）
の
保
有
残
高
は
、
平
成
二
十
七
年
末
ま
で
の
一
年
間
で
急
激
に
増
加

し
て
お
り
、
平
成
二
十
七
年
末
時
点
に
お
い
て
約
六
一
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
債
券
保
有
残

高
に
占
め
る
短
期
債
の
割
合
で
見
る
と
同
時
点
で
中
長
期
債
の
割
合
を
上
回
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
数
字
の
比
較
の
た
め
に
、
金
融
機
関
に
よ
る
日
銀
当
座
預
金
の
う
ち
、
超
過

準
備
に
あ
た
る
分
の
金
額
を
挙
げ
る
と
、
平
成
二
十
八
年
四
月
に
準
備
預
金
制
度
適
用
金
融
機
関
合

計
で
二
四
五
兆
円
と
な
っ
て
い
た
（
19
）

。
こ
の
超
過
準
備
額
は
、
非
居
住
者
が
保
有
す
る
公
的
部
門
発
行

短
期
債
券
残
高
の
四
倍
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
超
過
準
備
額
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
ま
た
国
庫
短
期
証

表 7　日本の非居住者によって保有される公的部門発行の債券残高（単位：億円）

H23年末 H24年末 H25年末 H26年末 H27年末

債券（公的部門） 852,200 894,260 917,200 1,026,510 1,189,950

うち中長期債 393,130 423,740 424,420 517,500 581,790

うち短期債 459,070 470,520 492,780 509,010 606,160

出典　財務省ホームページ「本邦対外資産負債残高」

注： 統計の形式が変更されたことによって、平成27年末の数字には公的部門

発行残高の代わりに、一般政府発行残高の数字を挙げた。

（
八
三
八
）



外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
一
般
会
計
資
金
調
達
へ
の
貢
献
と
同
特
別
会
計
積
立
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
（
横
溝
）

一
五

券
に
つ
い
て
は
日
銀
が
従
来
よ
り
買
入
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
仮
に
非
居
住
者
に
よ
る
公
的
部
門
発
行
債
券
の
一
度
期
の
売
却
が

起
こ
っ
た
場
合
で
も
、
買
い
支
え
ら
れ
な
い
事
態
に
な
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
金
融
機
関
の
超
過
準
備
額

は
、
金
融
緩
和
策
の
結
果
、
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
国
庫
短
期
証
券
の
借
り
換
え
が
う
ま
く
進
ま
な
い
こ
と
、
ま
た
は

同
証
券
の
一
度
期
の
売
却
が
起
こ
ら
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

5
．
結
び

本
稿
で
は
、
外
為
特
会
の
決
算
書
お
よ
び
財
務
書
類
を
用
い
て
、
外
為
特
会
か
ら
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
を
行
う
資
金
を
生
み
だ
す
仕

組
み
と
繰
り
入
れ
の
現
状
を
整
理
し
た
上
で
、
平
成
二
十
五
年
度
末
に
実
施
さ
れ
た
外
為
特
会
積
立
金
の
廃
止
が
、
同
特
別
会
計
の
持
続

可
能
性
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
れ
ま
で
目
立
た
な
い
形
で
一
般
会
計
の
資
金
源
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た
こ
の
特
別
会
計
の

持
続
可
能
性
が
今
後
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
円
金
利
が
上
昇
す
る
時
、
具
体
的
に
は
金
融
緩
和
策
が
出
口
に
向
か
う
時
、

あ
る
い
は
国
庫
短
期
証
券
の
借
り
換
え
に
問
題
が
生
じ
る
時
や
同
証
券
の
売
却
超
過
が
生
じ
る
時
で
あ
ろ
う
。
円
金
利
が
外
貨
金
利
を
上

回
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
外
為
特
会
の
持
続
可
能
性
は
危
う
く
な
り
、
特
別
会
計
法
第
六
条
を
根
拠
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
外
為
特
会
へ

の
繰
入
が
必
要
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
こ
の
外
為
特
会
の
持
続
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
一
般
会
計
か
ら
外
為
特
会
へ
の
繰
入
の
可

能
性
か
ら
、
同
時
に
、
日
本
国
の
一
般
会
計
の
持
続
可
能
性
を
検
討
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
1
） 

財
務
省
『
平
成
二
十
六
年
度
特
別
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』「
第
Ⅱ
編
特
別
会
計
各
論　

4
．
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
」p.59

よ
り
。

（
八
三
九
）



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

一
六

（
2
） 

た
だ
し
、
外
為
特
会
資
産
の
一
部
が
、
よ
り
信
用
リ
ス
ク
を
含
む
も
の
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
は
、
す
で
に
横

溝
（
二
〇
一
四
）
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

（
3
） 
歳
入
に
は
そ
の
他
に
、
前
年
度
剰
余
金
受
入
が
あ
る
。

（
4
） 
外
為
特
会
財
務
書
類
に
あ
る
表
示
科
目
の
説
明
よ
り
。

（
5
） 

な
お
、
歳
出
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
は
諸
支
出
金
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
諸
支
出
金
の
ほ
と
ん
ど
が
償
還
差
額
補
填
金
で
あ
る
。

（
6
） 

外
国
為
替
資
金
証
券
は
、
政
府
短
期
証
券
（F

inancing B
ills: 

略
称
Ｆ
Ｂ
）
の
券
種
の
一
つ
で
あ
る
。
政
府
短
期
証
券
は
特
別
会
計
の
一
時

的
な
資
金
不
足
の
た
め
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
償
還
期
間
は
原
則
と
し
て
三
カ
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
カ
月
、
六
カ
月
、
一
年
の
も
の
も
発

行
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
二
月
か
ら
政
府
短
期
証
券
は
、
割
引
短
期
国
債
と
の
統
合
発
行
が
開
始
さ
れ
、
国
庫
短
期
証
券
（T

reasury 

D
iscount B

ills: 

略
称T

-B
ill

）
と
い
う
統
一
名
称
の
も
と
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
7
） 

表
1
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
平
成
二
十
一
年
度
以
降
の
数
字
を
挙
げ
た
。

（
8
） 

財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

外
国
為
替
平
衡
操
作
の
実
施
状
況
よ
り
。

U
R
L

　

http://w
w
w
.m
of.go.jp/international_policy/reference/feio/data.htm

（
9
） 

財
務
省
『
平
成
二
十
六
年
度
特
別
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』「
第
Ⅱ
編
特
別
会
計
各
論　

4
．
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
」P

.65

よ
り
。

（
10
） 

債
券
は
満
期
ま
で
保
有
す
れ
ば
額
面
で
戻
っ
て
く
る
か
ら
、
額
面
一
〇
〇
円
の
債
券
を
仮
に
一
〇
一
円
で
購
入
す
る
と
、
満
期
に
は
一
〇
〇
円

し
か
戻
っ
て
こ
な
い
。
こ
の
損
を
し
た
一
円
が
償
還
差
損
で
あ
る
。

（
11
） 

外
貨
建
運
用
収
入
以
外
の
運
用
収
入
と
し
て
は
、
円
貨
預
け
金
（
大
半
が
財
政
融
資
資
金
預
け
金
で
、
そ
れ
に
当
座
預
け
金
を
加
え
た
も
の
）

か
ら
の
運
用
収
入
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
） 

外
為
特
会
決
算
の
説
明
に
お
い
て
、
運
用
資
産
利
回
り
を
計
算
す
る
際
の
分
母
と
な
る
、
外
貨
証
券
と
外
貨
預
け
金
の
う
ち
の
定
期
預
け
金
と

の
合
計
額
に
は
、
当
該
年
度
末
残
高
と
前
年
度
末
残
高
と
の
平
均
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
13
） 

平
成
二
十
六
年
度
外
為
特
会
財
務
書
類
よ
り
。

（
14
） 

財
務
省
『
平
成
二
十
六
年
度
特
別
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』「
第
Ⅱ
編
特
別
会
計
各
論　

4
．
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
」p.67

よ
り
。

（
八
四
〇
）



外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
一
般
会
計
資
金
調
達
へ
の
貢
献
と
同
特
別
会
計
積
立
金
制
度
廃
止
に
つ
い
て
（
横
溝
）

一
七

（
15
） 

財
務
省
『
平
成
二
十
六
年
度
特
別
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』「
第
Ⅱ
編
特
別
会
計
各
論　

4
．
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
」p.68

に
よ
る
と
、
特

別
会
計
法
第
八
三
条
第
四
項
に
基
づ
く
積
立
金
に
属
す
る
現
金
の
繰
替
使
用
等
の
た
め
、
積
立
金
と
財
政
融
資
資
金
預
託
金
の
金
額
は
一
致
し
な
い
。

（
16
） 
財
務
省
『
平
成
二
十
六
年
度
特
別
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』「
第
Ⅱ
編
特
別
会
計
各
論　

4
．
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
」p.68

よ
り
。

（
17
） 
財
務
省
『
平
成
二
十
六
年
度
特
別
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』「
第
Ⅱ
編
特
別
会
計
各
論　

4
．
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
」p.67

よ
り
。

（
18
） 

財
務
省
『
平
成
二
十
六
年
度
特
別
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』「
第
Ⅱ
編
特
別
会
計
各
論　

4
．
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
」p.67

に
よ
れ
ば
、
平

成
二
十
五
年
末
時
点
で
の
旧
積
立
金
は
、
外
為
特
会
保
有
外
貨
資
産
の
一
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
19
） 

日
本
銀
行
統
計
「
業
態
別
の
日
銀
当
座
預
金
残
高
」。

参
考
文
献

熊
倉
正
修
「
日
本
の
金
融
通
貨
政
策
と
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」『
駒
大
経
営
研
究
』
第
四
七
巻
、
第
三
・
四
号
、p.1-51

、
二
〇
一
六
年
三
月
。

財
務
省
『
平
成
二
十
六
年
度
特
別
会
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』。

藤
井
亮
二
「
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
剰
余
金
の
発
生
と
一
般
会
計
繰
入
」『
経
済
の
プ
リ
ズ
ム
』N

o.129

、p.1-12

、
二
〇
一
四
年
九
月
。

横
溝
え
り
か
「
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
と
援
助
」『
大
東
文
化
大
学
紀
要
・
社
会
科
学
編
』
第
五
二
号
、p.123-141

、
二
〇
一
四
年
三
月
。

横
溝
え
り
か
「
日
本
国
債
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
経
済
研
究
』
第
九
四
号
、p.219-236

、
二
〇
一
〇
年
三
月
。

（
八
四
一
）
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